
◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 再開いたします。	 

	 次に、３番、塩原未知子議員の発言を許します。塩

原議員。	 

〔３番	 塩原未知子	 議員	 登壇〕	 

◎３番（塩	 原	 未知子	 議員）	 

	 おはようございます。3.11の大震災から４年目の春

を迎えますが、未だ12万人の方が故郷を離れ避難して

いると聞きます。新たに福島原発の汚染水問題や原発

産廃問題、さまざま新たな課題も多い中「地方創生」

のかけ声の下、日本全国我が故郷を守り未来を創生す

るために、自治体の知恵比べが始まりました。	 

	 これから20年先、50年先、未来の尾花沢がどうある

べきかを考察するにあたって、書棚の奥から「尾花沢

の伝記」、「尾花沢風土記」、尾花沢市史編纂委員会発行

の「郷土調査」、星川保松氏の市長随想「雪の中にも花

咲く里を」を読みました。現在と照らし合わせてみる

と、これから先、未来の尾花沢を設計、デザインする

ための大切な指針がそれぞれの書物に示されておりま

した。未だお読みになってない方がいらっしゃったな

ら、図書館にありますのでぜひ一度お読みください。	 

	 最近は、学校統廃合や各集落の人口減少を嘆く声を

毎日のように聞きます。尾花沢市が誕生した当時約３

万3,000人いた市民は、20年後に２万5,000人、さらに

30年後には２万人を切って、平成27年２月１日現在で

は１万7,740人です。しかし、その中でも人口が数年増

加している時があります。総工費34億円の予算を計上

して行われた新鶴子ダム完成前の数年です。それは増

加しております。そして、遡ること、江戸時代の銀山

掘削最盛期には、仕事を求めて各地の農地から移住し

てくる人々で溢れ、一時は閉山する騒ぎにまでなった

と言われる「大盛記」の人口30万人伝説がありました。

もちろん大げさな記録だとの解釈付きで、昭和55年発

行の「尾花沢風土記」に記されていましたが、背景を

想像するにあたって、これら2020年オリンピック前の

東京一局集中に匹敵する表現だと感じました。	 

	 今年、市では、老朽化した市庁舎を新しく立て替え

る大仕事がはじまります。新鶴子ダム建設時の人口増、

まちの活気が期待されることです。しっかりと未来を

見据え、現在の厳しい財政の中でも今の身の丈はもち

ろんのことですが、20年、50年後に子や孫に胸を張っ

て誇れる尾花沢の司令塔を創生してゆかねばならない

と思います。尾花沢の人口減少は今にはじまったこと

ではないのです。全国には人口を増やしている自治体

があります。近隣市町村の中でも若い家族が移り住み、

人口減少を鈍化させている自治体もあります。ふるさ

と回帰、どこよりも美しい郷土に希望あふれる未来を

画ける政策が期待されています。尾花沢もそうあって

欲しい、そうしたい。そのために通告に従い、５つの

一般質問をいたします。	 

	 １つ、新庁舎建設に尾花沢発電所を検討してはどう

ですか。平成28年４月から電力の全面自由化により、

東北電力などの一般電気事業者だけでなく、新電力特

定規模電気事業者も家庭向け電力の販売が可能となる

ことが予定されております。平成30年頃には、防災拠

点機能を備えた新庁舎が完成するとのことです。尾花

沢市にとっては投資的な事業としてこの新庁舎建設に

際しては、再生可能エネルギーを積極的に利用すると

ともに、風力、太陽光、小水力発電、市内の地の利を

存分に活用して、余剰となった電力を地産地消、公共

施設や一般家庭に供給する仕組みを検討してはどうで

しょうか。全国に先駆けて、山形県では都道府県初と

なる電力会社、仮称なんでしょうけれども「山形県新

電力」の設立による、県内の発電事業者から電力を買

い取り公共施設や一般家庭に供給する電力の地産地消

を目指しております。再生可能エネルギーを利用する

予定の新庁舎を北村山地区の電力供給拠点としていく

お考えなどはありませんか。お尋ねします。	 

	 また大震災時には、ガソリンの供給不足で尾花沢市

では盗難騒動もありました。現在市の公用車には電気

自動車やハイブリッド車はありますか。今後、電気自

動車や国でも力を入れて開発を支援している燃料電池

自動車ＦＣＶの導入を検討するお考えはありませんか

お尋ねします。	 

	 次に、これは何度もお聞きしているような気がしま

すが、尾花沢四大まつりや行政主催のイベントの見直

しをするべきと考えます。いかがですか。	 

	 先月第40回の雪まつりが行われました。５月の連休

には、第46回の徳良湖まつりも開催予定です。今年は、

まるだし尾花沢ふれあいまつりも15回目、尾花沢牛肉

まつりは18回目、新そばまつりは17回目を数えます。

行政主催の尾花沢四大まつりや市内で行われる各種イ

ベントにおいて、実行委員会の人員不足により市職員

の関わりが強いものが多く見受けられるようになりま

した。市長が掲げる「元気な尾花沢づくり」に資する

ためにも、市民の力や若者のアイデアをもっともっと

活用し、地域の元気を束ね、地区の隔たりを持たない

オール尾花沢で取り組むことが重要であると私は考え

ております。特に少子高齢化が加速する尾花沢市です。

観光ＰＲや地域の祭、収穫祭など、また数年前に開催



し大変好評だった「おばなざわ食の祭典」などの６次

産業の成果発表など、イベントはさまざまな趣旨・目

的によることで開催されますが、企画から運営までを

もっと市民に委ねることで若者の活躍の場を創出し、

技術伝承、例えば「伝統行事のノウハウの場」を確保

されると考えられます。「元気な尾花沢」を掲げられる

市長のご所見を伺います。	 

	 ３番目に、６次産業支援のためにオール尾花沢のブ

ランドを推進すべきだと考えますが、いかがですか。	 

	 本市には、尾花沢すいか、六沢だいこん、南沢カブ、

銀山アスパラ、牛房野カブ、細野メープル、また先の

一般質問でありました尾花沢のおいしい米、というこ

とで各地区には「地名を冠した農作物」がたくさんあ

ります。それぞれの地域は、官民あげてさまざまなイ

ベントを開催し、６次産業化やブランド力アップに努

めていますが、私はブランド力アップを図るためには、

それぞれの点と点を線で結ぶ取り組みが必要であると

考えます。そこで、尾花沢牛の堆肥を利用した本市独

自の循環型農業を構築・奨励し、その取り組み自体を

またその思想自体を活動やブランディングに活かして

いってはいかがですか。そしてさらに「元気な尾花沢」

をアピールしてはいかがかなと考えております。	 

	 また、これらの取り組み、本市独自の循環型農業に

よる農作物を加工し６次産業化することで、年間を通

した「オールＯＢＡＮＡＺＡＷＡ」のブランディング

を構築すべきと考えていますが、いかがですか。	 

	 ４番目に予防医療、健康促進から郷土の食と文化の

見直しをしてはどうかと思っております。団塊の世代

が高齢化を迎える中、医療費の抑制はもとより、生涯

現役で元気に活躍していただくためには、健康寿命の

延伸が何より重要です。予防医療の観点からも、食生

活の改善や体力維持が欠かません。市の資料には近隣

他市町村と比較して、男女ともに高血圧の疾病者数が

高いという結果を聞いております。飲み続けなければ

ならない投薬に頼るばかりではなく、食生活の見直し

と疾病予防に対する正しい知識の伝承こそが急務であ

ると思われます。	 

	 また、手を動かし、物を作ることは認知症予防に良

いとされています。昔ながらの藁細工や農具づくりな

ど郷土に伝わる物づくりを現代風にアレンジして伝承

するとともに、高齢者の生きがい作りや、介護予防、

健康促進に役立ててはどうでしょうか。元気の源は健

康です。長寿国日本の長寿ゆえの予防こそが大切だと

思います。	 

	 今、世界的にも和食、日本食がブームです。この流

れにのって、改めて地域の良い食材や伝統の食文化を

見直し、家族と自身の健康を気遣うことは、増大する

医療費の抑制に繋がることばかりでなく、地域の農業

を守り、地域に伝わる食文化を次の世代に継承する好

機だと核心しています。いかがですか。	 

	 最後に、国史跡指定の「延沢銀山遺跡の30周年」の

イベントについてお伺いします。常盤地区、玉野地区

が、今年は大変ホットなスポットのように思います。

ようやくお城山の発掘調査も終了し、今年どのような

内容を予定しておりますか。お聞かせ下さい。	 

	 以上壇上からの質問はこれで終わりますが、必要に

応じて議席からの再質問をおゆるしください。誠意あ

るご答弁よろしくおねがいいたします。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 市長。	 

〔市長	 加藤國洋君	 登壇〕	 

◎市	 長（加	 藤	 國	 洋	 君）	 

	 ただいま、塩原議員からは大きく５項目についての

お尋ねを頂戴しましたので順次お答え申し上げます。	 

	 まず、新庁舎における積極的な再生可能エネルギー

の利活用と、余剰電力を一般家庭へ供給する仕組みを

検討してはどうかとのご提言でありますが、発電可能

な再生可能エネルギー設備としては、太陽光、バイオ

マス、水力、風力などを利用した設備が考えられ、そ

れぞれにメリット、デメリットがございます。	 

	 新庁舎において利活用できるものとなりますと、敷

地面積や、近隣住民への影響などから、庁舎本体へ設

置できる太陽光発電設備が適していると思われますが、

庁舎全体の電力を賄い余剰電力を発生させるには、大

規模な発電設備が必要となります。太陽光発電設備の

設置を想定した場合には、設置可能な規模などから、

発電される電力については、庁舎電力の一部と、災害

時の非常用電源としての利用に止まるものと考えられ

ます。	 

	 次に、新庁舎を北村山地区の電力供給拠点としては

どうかというご提言でございますが、県が新年度に設

立を計画している「山形県新電力」これは議員仰せの

とおり仮称でございます。県内の事業者が発電した電

力を買い取り、県内外の需要者に販売するという手法

で、当面の供給先は公共施設を主体に考えているよう

であります。	 

	 先ほども申し上げましたように、新庁舎に導入可能

な発電設備としては、敷地や近隣住民への影響から、

太陽光発電設備が想定されますが、一般家庭や事業所

等へ供給可能な発電量を確保するには、大規模な発電



設備が必要となってまいります。新庁舎につきまして

は、電源利用の再生可能エネルギーのみならず、地中

熱や雪氷冷熱といった熱利用の再生可能エネルギーの

導入も考慮するなど総合的に検討する必要があり、そ

の上で、これまで申し上げてきたとおり、雪に強く身

の丈に合ったコンパクトな庁舎が前提となりますので、

過大な初期投資とならないよう努めてまいりたいと考

えてございます。	 

	 次に、電気自動車やハイブリッドカーの次世代のエ

コカーは燃料電池車といわれておりますが、現段階で

は、燃料電池自動車の購入価格が700万円以上するもの

であり、国から補助をもらった場合であっても500万円

以上の高価なものとなっております。また、水素ステ

ーションは現在のところ関東以南にしかない状況であ

り、26年度中には全国で35カ所となる予定とのことで、

燃料供給が難しい状況にあります。よって、現段階で

は、燃料電池自動車を導入する時期ではないと考えて

おりますが、今後、燃料電池自動車が一般社会に普及

し、燃料の供給体制が整えば、市といたしても導入を

検討していかなければならないものと考えてございま

す。	 

	 次に、四大まつりに関してのお尋ねでございます。

行政主催のイベントを含め企画段階から運営まで、も

っと市民の皆様の自主性を活かしたものにすべきとの

ご提案であります。尾花沢四大まつりをはじめとする

大きなイベントについては、関係団体や地域の方々な

ど、できるだけ多くの方々が自らのアイデアや行動力

で運営できるよう実行委員会を組織し運営を行ってご

ざいますが、その他にもクールモンキーフェスティバ

ルや花フェスタなど、若者や民間主導で行っているイ

ベントも多く、それらの方々についても四大まつりの

中でさまざまな立場で関わっていただいているところ

であります。まちづくりの原点は住民自治であり、イ

ベントに限らず行政は裏方に徹するべきであり、その

ための人材育成や組織づくりを今後も図っていきたい

と考えてございます。	 

	 また議員仰せのとおり、市内には土地の名称を冠し

た作物がたくさんございます。戦前から大切に引き継

がれてきました伝承作物や、その土地の風土を適地と

した地域作物がそれらにあたるかと思われます。こう

した作物のほとんどは、生産性を謳うものではなく、

文化や地域のシンボルとして大切にされており、栽培

に際しても大変デリケートなものであると感じており

ます。そのため、作物の栽培の継承とブランドのさら

なる向上を目指すには、農家の方々の想いを受け止め、

それを反映させることが大切であると考えております。	 

	 また、堆肥を活用した循環型農業につきましては、

生産地のイメージや品質アップにつながるものであり、

既に米づくりにおいては、雪上散布を実施するなど積

極的に進められております。特産のスイカやキュウリ、

トマトについても既に面積の約７割以上で活用されて

おり、今後、安全で美味しい循環型農業のブランディ

ングを進める必要があると考えてございます。	 

	 また、農産物の加工につきましては、農家の方々が

高品質な作物の栽培を目指す中で、出荷できない物が

発生した場合に取り組むのが基本であると考えており

ます。そのため、本市独自の循環型農業としては、冬

期間の促成山菜や施設園芸作物を中心に、寒じめ野菜

等の強化を図り、一年を通じて堆肥を活用する農業の

可能性を広げることができれば、年間を通したブラン

ディングを構築できるものと考えてございます。	 

	 また、健康の点についてのお尋ねでございます。議

員仰せのとおり、予防医療・健康促進におきましては、

食生活の改善・体力維持は欠かせないものであり、健

康寿命の延伸につながるものと考えております。食生

活の改善につきましては、これまで食生活改善推進協

議会においても、減塩による高血圧症防止等に努めて

いるところであります。また、各関係団体等の方々に

委員を委嘱し「尾花沢市食育推進計画第２次」を策定

するところであります。	 

	 この計画では「食が育む元気な尾花沢」を目指し、

健康・食生活・食への意識を食育の観点からアンケー

ト調査を実施し、食を取り巻く現状を見極めるととも

に、重点目標として、「１．食からはじまる元気なから

だ、２．食卓囲んでニコニコ笑顔、３．食でつながる

おばねの絆」を掲げ、家庭・地域・行政・生産者・事

業所・保育園・学校等の各分野が連携・協力し、食育

の推進を目指してまいりたいと考えております。	 

	 また、手や体を動かすことで認知症予防につなげる

ことに関しましては、平成27年度の新規事業「温泉・

地域資源を活用した健康づくり事業」の中で、「郷土に

伝わる物づくり」として、例えば、シルバー人材セン

ターで行っている「花笠づくり」や公民館事業で行っ

ている「つる細工」など、関係団体と連携を図りなが

ら、介護予防・健康促進に努めてまいりたいと考えて

ございます。	 

	 次に、延沢銀山遺跡のお尋ねでございます。議員仰

せのとおり「延沢銀山遺跡」は昭和60年12月21日に国

指定史跡となり、今年で30年を迎えますが、今後10年・

20年と「尾花沢の貴重な文化財」という意識や思いが



繋がる事業を検討しているところでございます。具体

的には、市内の児童や生徒を対象として、延沢銀山遺

跡を巡る事業を考えております。遺跡を自ら歩き、歴

史に肌で触れる体験の場を持つことで、地元に国指定

史跡があることを再認識し、郷土愛を育むことが、次

世代への継承につながると考えているところでござい

ます。	 

	 また、既存の発行物である「尾花沢の歴史解説シー

ト」などを活用しながら、持ち歩き用の小冊子として

まとめてまいります。具体的な内容につきましては、

「延沢銀山遺跡」、「野辺沢満延」や「延沢城」、「延沢

銀山」、さらに、「徳良湖」や「花笠踊り」など市内の

歴史や文化についての紹介も加えたものを作成し、尾

花沢の「宝」を発信してまいりたいと考えております。	 

	 延沢城跡については、平成25年度に第１期の発掘調

査は終了しましたが、27年度は国の補助金を活用しな

がら出土した鉄製品保存処理の業務と正確な縄張図を

作製するため、延沢城跡周辺の航空レーザー測量を行

うべく予算を計上したところでございます。	 

	 測量の成果については、平成28年度に予定しており

ます地形等が分かるような立体模型を製作する際に活

用したいと考えております。その模型は、持ち運び可

能なものとし、製作後、各学校などを対象とした延沢

城跡に関する出前授業等を行いながら、次世代を担う

子どもたちを含め広く市民に周知し文化財の継承を図

ってまいります。	 

	 また、これまで永年にわたり城跡の整備・保存にご

尽力いただいております延沢城跡保存会で30周年の記

念事業を計画しているという旨のお話も伺ってござい

ますので、市としましても連携を図ってまいりたいと

考えてございます。以上、私の答弁とさせていただき

ます。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 塩原議員。	 

◎３番（塩	 原	 未知子	 議員）	 

	 もう少しお聞きしたいところがありまして、順番に

なんですが。市庁舎建設、庁舎の中にということで、

先ほど太陽光と風力というご説明がありまして、庁舎

の敷地の中にという限定でお話をいただいたと思うん

ですけれども、最近全国ではそれぞれの住宅の屋根と

か、公共施設の屋根ということで、屋根を皆さんでシ

ェアして、それを集めて発電するということで、一つ

の敷地というか一つの屋根というのは大変少ないもの

かと思うのですけれども、それが集って大きなエネル

ギー、電力を生んでそれを販売していこうと。株式会

社を作るなど、民間レベルでの発電所が元気あるとこ

ろです。ですから私はそういう形で質問したつもりで

すけれども、市庁舎はみんなのものだと思いますが、

それぞれみんなのものであるがゆえにまちの中のシン

ボルでありますので、未来に対して私たちも少しは何

か市庁舎が建って良いことがあれば良いなと。もちろ

ん防災の拠点ということで、安心安全な砦ができると

いうことは本当に喜ばしいことですが、それ以上にホ

ットな話題としてはエネルギーを自給自足するという

のが全国的に巻き起こっておりまして、この地方創生

の掛け声のもと、あちらこちらで既に動いているとこ

ろがあります。加美町に昨年視察に行ったときも、そ

のようなお話で新しい庁舎を建てているということで

仮庁舎の中でお話を聞いたときにも一歩進んでいるな

と。隣の市町村、近隣のところは益々どんどんいろん

な知恵を絞っているなと思って帰ってきたところです

ので、この質問もう一度専門的なところのセクション、

新エネのところからでも結構ですのでお答えいただけ

ませんでしょうか。可能性としてでも結構です。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 雪対策・新エネルギー推進室長。	 

◎雪対策・新エネルギー推進室長（鈴	 木	 	 	 浩	 君）	 

	 はい、お答えいたします。再生可能エネルギーを利

用いたしました発電の方法なり設備につきましては、

先ほど市長の答弁もありましたとおり、太陽光あるい

は風力、水力、バイオマスといったものがあるかと思

っております。身近ところで簡単に発電できるという

ことになりますと、先ほど申し上げた中でも太陽光発

電が一番身近な手法かなと思ってございます。今現在、

家庭や事業所への再生可能エネルギーの導入の促進と

いうことで県の補助金もございますけれども、市単独

の補助金なども設けまして、より導入しやすいような

環境整備を進めているところでございます。今年度も

補助金を活用いたしまして、太陽光につきましては一

般の家庭で６件ほどの設置がございました。そういっ

たところを今後拡大していきたいと思っております。

そのためにも、これまで入れた方の導入事例とか、利

用者の声を情報提供しながら設置箇所を増やしていき

たいと思っております。そういったところを踏まえま

して、地域分散型といいますか、地域で使う電力は地

域で生産消費していくといったことへも一歩ずつ結び

付けていければと思ってございます。先ほどの市長答

弁につきましては、市庁舎の中での発電という形で答

弁あったわけですけれども、民間レベルの状況も踏ま

えまして今後市内への再生可能エネルギーの普及、推



進に努めていきたいと考えてございます。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 塩原議員。	 

◎３番（塩	 原	 未知子	 議員）	 

	 昨年６件というのは、本当にいろいろな施工の仕方

もあるとお聞きしておりますので本当にご検討いただ

きたいと思います。雪国にあった太陽光発電の利用と

いうものがあると思います。先月だったか、雪の融雪

のさまざまな仕掛け、屋根融雪もあったと思うんです

けれども、地中熱利用のものもありましたし、再エネ

を使った市内での民間レベルでの取り組み、あと家庭

での取り組みというものも活発になってきているんだ

なと、市内視察しただけでも感じております。そうい

う民間レベル、逆に言うと民間の元気を引き出すため

の市庁舎の建設であるべきだと私は思っておるんです

けれども、これから10年、20年、30年、もっと多分こ

れから建つ庁舎に対してはまちの中の砦であっていた

だきたいと思いますので、何があっても他の市町村に

電気がなくても尾花沢市だけは電気が通っている。そ

こから分け与えていける。それぐらいの希望を持つよ

うな庁舎でありたいな、と私は希望で思っているとこ

ろです。全国のいろんな事例は大なり小なりございま

す。ただこれだけ豪雪地で、この雪がこれだけあると

いうところで、いろいろな再生可能エネルギーの本当

に先進地に成りうる可能性が尾花沢市の地の利だから

こそあるんではないかと思っております。その一つに

太陽光と風力とありましたけれども、小水力発電。実

験としては徳良湖のほうで、サイホン式ということで

昨年、一昨年もいろいろ経過も見させていただきまし

たけれども、あの実験結果からも水による発電も確か

にできるという、量はどうあれ。それを、市内にたく

さん要望されている流雪溝を利用してできないものか

と常々思っているところです。なぜかというと、尾花

沢市は水が豊富なところです。そしてさらに、水路が

今まで何十年も築き上げてきた水路の資産、これをも

っともっと活かすんであれば、太陽光もそうですが水

を欠かさない尾花沢ということで、たくさんの量でな

くても小水力発電ができるというような技術も今開発

されておりますので、ぜひここ10年先と考えず、２、

３年先でも結構ですので太陽光と風力だけでなく、小

水力、水を使った、地中熱もそうでしょうけれどもぜ

ひお考えいただくならば、雪こそ尾花沢市の財産、雪

の設備こそ尾花沢市のこれからを照らすものだという

ことでやっていきたいと思いますけれども、その可能

性はございますか。水のほうの、さまざまな問題は抱

えていると思いますけれどもいかがですか。尾花沢市

庁舎の中で、水というのは再生可能エネルギーとして

考えておりますか。全く考えていなかったら、ないで

結構ですけれどもお聞きしたいと思います。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 財政主幹。	 

◎財政主幹（加	 賀	 孝	 一	 君）	 

	 今ご提案の水を使った再エネという観点であります

けれども、今現在なんですけれども庁舎の建設に関し

ては残念ながら考えてございません。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 市長。	 

◎市長（加	 藤	 國	 洋	 君）	 

	 今塩原議員から水力というご提言をいただいたわけ

ですが、ご案内のように土地改良区で現在進めている

国施設の保全事業、そういった形で付随して小水力導

入で今工事を進めています。これによって、これは売

電収入によって土地改良区の維持管理費を賄えるとい

うふうな形で、議員仰せのとおり本市は水量が豊富で

水を得やすいという環境から、この導入を進めたわけ

です。庁舎となりますと市内になります。そういった

意味で私も、山梨県、静岡県の小水力発電の視察をし

たことがあります。こちらは水量が年間を通して一定

の自然水量です。流下も滝という形で、自然流下の滝。

尾花沢市の場合は、流雪溝の土地改良区の関係でどう

しても年間通して一定量というわけにはいきません。

そういった意味で、なかなか難しいのかなと考えてい

るところです。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 塩原議員。	 

◎３番（塩	 原	 未知子	 議員）	 

	 そういう土地改良区の成果も、これから本当に有効

に研究というか、今実測でできているわけですね、電

力が。であれば、先ほどの一定量の水の確保ができる

のであればということで、かつて銀山発電所があった

と思います。今も銀山の滝が冬も大変水量が多く、夏

は本当に観光としての水ということで滝の景観が非常

に美しく、それが観光できたお客様にとってのおもて

なしにも夏はなっているところですけれども、そうい

う形で各地を見渡すと、庁舎の周りでは先ほど言った

とおり、そんなに一定の水は確保できないかもしれな

いんですけれども、エネルギーの地産地消というのは、

それこそ尾花沢だったら尾花沢。銀山のほうだったら

銀山。鶴子のほうだったら鶴子のほうということで、

考えていくべきだと思いますので、ぜひその辺りも含



めて今後のまちづくりに活かしていっていただきたい

と思います。	 

	 では次の質問にします。尾花沢の四大祭り行の事で

すけれども、先ほど何度も質問しているところですが、

若者の活用、若者の参加ということの例で花フェスタ

とかさまざまな新たなイベントの名前が出てきました。

私の質問はそうではなくて、従来ある祭り、継承して

いかなければいけないと思われる大きな祭りに対して、

若者たちの参加をぜひということでお話しました。か

つては北村山高校のボランティアグループの「かざぐ

るま」とか、さまざまなグループもお手伝いしていた

だいたんですけれども、それが長続きしなかったとい

うか、たぶん企画の段階で最初は良かったでしょうけ

れども、毎年毎年ゴミ箱の前にゴミの整理で２、３人

立って、実行委員会の配慮の仕方が不足していた時期

もありましたし、その後いろんなイベントが毎年変わ

っていくとは思うので、若い人たちが最初の企画から

参加するということが欠けていて、それが実際行なわ

れる祭の中でうまくかみ合わなかったんではないか。

それが継承されていかなかった部分なのかなと反省し

ているところですけれども、その辺はどうですか。新

たなイベントではなくて四大祭りと仮定してなんです

けれどもどうですか。若者たちの事務局側の参加とい

うことでお聞きしたいと思います。もう一度。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 商工観光課長。	 

◎商工観光課長（加	 賀	 	 	 剛	 君）	 

	 ただいま塩原議員のほうからありました話でありま

す。やはり企画の話からという前でございますけれど

も、先般開かれました雪まつりの際については会場内

の整備に関しましては、北村山高校のほうから１学年

入っていただきまして、会場の準備にあたっていただ

いております。またサルナート前の道路のほうにつき

ましては、尾花沢中学校の１学年と常盤中学校のほう

から参加をしまして、雪像という形で作っていただい

ております。また現在北村山高校のボランティアサー

クルではないけれども、そのＯＢの方々が作りました

ボランティアサークルのほうで、今回雪まつりのほう

でアイスクリームの体験等で参加をいただいておりま

す。	 

	 ただ今塩原議員からご指摘ありますように、事業等

の参加については若い方々からもパート、パートの参

加という形でいただいておりますけれども、最初の企

画の段階で若い方々の声をこれからどう活かしていく

かということにつきましては、また実行委員会の中で

お話をさせていただいて、実際の行動の部分だけでな

くて意見を早めに取り入れるような委員会のあり方に

ついても検討させていただきたいと考えております。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 塩原議員。	 

◎３番（塩	 原	 未知子	 議員）	 

	 分かりました。雪まつりのとき、確かに山大生とボ

ールの中にアイスクリームの材料を入れて子どもたち

と一緒に蹴って、楽しそうに、そして開いたときにア

イスクリームができているという、単純ですけれども

面白いイベントだなと思って目を見張ったほどです。

ですので、若い人たちはいろいろなアイディアを持っ

ておりますので、ぜひ企画の段階で参加していただか

ないと。私かつて10年前に祭りの実行委員会に出させ

ていただいておりますけれども、メンバーが変わらず

だんだんみなさん10、20年と続いておりますと、みな

さん同時に年齢を重ねていきますので、若いアイディ

アというか若い人たちが好むようなアイディアがなか

なか出にくくなっているというのが現状です。先ほど

雪まつりの例で雪像作りのほうは、尾花沢中学生２年

生と北村山高校の生徒さんというのは伝統で雪像を作

っていただいています。ですが、現状祭りのときに来

ていただいているかというと小学生はたくさんいます。

あと保育園児、幼稚園児はオープニングのイベントも

ありますので、本当に楽しく雪遊びをお父さん、お母

さんとやっている。本当に帰らないでずぶ濡れになり

ながら、本当に楽しそうにやっているという様子をみ

ておりますが、中学生の当日の参加、まして高校生の

参加が少ないかなと思っております。自分たちが本当

に築いた雪像、その時に写真を撮って終わりというの

ではなくて２日間の雪まつりの中でも、彼らの声を聞

きたい、いろいろな話をしたいと思ったところです。

ぜひ今後そういう形でいろいろな伝統で守っていかな

ければいけない、続けていかなければいけない祭りに

対しては若い人を企画の段階から入れていただきたい

と思います。よろしくお願いします。	 

	 あと祭りのほかにさまざまなイベントということで、

少しお願いしたところですけれども、前にあった「食

の祭典」６次産業支援の雇用創造のイベントだったと

思うのですけれども、大変盛況で60店ぐらいの新たな

尾花沢の産品が食せたということで私も参加したとこ

ろ大変良かったですけれども、次の年はなかった。祭

りと一緒にあったかもしれないんですけれども、今年

度はそれに近いイベントはございますか。お聞きした

いと思います。	 



◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 産業振興室長。	 

◎産業振興室長（山	 口	 清	 孝	 君）	 

	 お答えいたします。雇用創造事業の中で、実践され

ている皆様方から商品を出店していただいた事業であ

ったと思います。今年度は今のところ予定はないとい

う状況でございます。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 塩原議員。	 

◎３番（塩	 原	 未知子	 議員）	 

	 ちょっと残念です。今年度はないというご答弁だっ

たんですけれども。先ほどオンリーナイトでしたか、

東京のほうで行うイベントは結構あるというお話を聞

きましたけれども、ぜひ今まで何年間か育ててあたた

めてきた地域のいろいろな加工品、食材がだいぶ芽を

出し、さらには製品に手が届くところまできているも

のがたくさんあります。そういうものが一堂に会すと

ころによって切磋琢磨するというか、いろいろな方の

ご指示、またはご指摘、さらなるファンづくりに対し

ては、非常な地元の輪というものが尾花沢は一番大事

なんじゃないかなと思っているところです。そこから

秀でたもの、そこから安定した生産ができるものを東

京のほうにということで、市長を含めトップセールス

で参っていると思うんですけれども、ぜひあの時の賑

わいというのはすごく自分の予想を超えるぐらいびっ

くりしたのが、60種類という数にもびっくりしたんで

すけれども、バリエーションもあり、さまざまな創意

工夫があり皆さんが出してくれている笑顔に接しられ

たということが、非常に覚えておりますので感動しま

したし、そういうイベントこそ今大事かなと、元気を

集める、集めた元気からさらに元気をいただく、とい

うことも含めてぜひ企画していただきたいんですけれ

ども、その辺りどうですか。可能性はありますか。別

に大なり小なり、祭りの中でのイベントでも結構です

ので、まるだし祭りとか、さまざまいろいろな祭りが

あると思いますが、その中での展開とかはお考えはあ

りませんでしょうか。お伺いします。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 産業振興室長。	 

◎産業振興室長（山	 口	 清	 孝	 君）	 

	 お答えいたします。雇用創造事業の中でも、地元の

食材を使った商品づくりの研究を進めてございます。

これまで塩原議員がおっしゃられた「食の祭典」の中

で商品化に結び付いているものもございますし、それ

らの商品化のためのラベル製作とかそういった面では

費用の負担も補助もしているところでございます。こ

れまで創造事業の中で、指導とか研究をしてきた商品

の発表の場として今年度何らかの形で開催できればと

思ってございます。ただ発表の場としては、どのよう

なイベントがいいのかということは関係機関と一緒に

検討したいと思います。以上です。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 塩原議員。	 

◎３番（塩	 原	 未知子	 議員）	 

	 あの１年間通すとたくさんのイベントがありますの

で、どのイベントとジョイントしても結構だと思いま

す。賑わいを倍増、３倍、４倍さらにしていただきた

いと思います。よろしくお願いします。	 

	 あと予防医療、健康促進の観点から、先ほど今年は

いろいろな取り組みがあるとお聞きしましたので、ぜ

ひ市内の可能な限りいろいろな各地から参加できるよ

うな形をとっていただきたいと思います。なかなか中

心のサルナート、尾花沢に来るのに足がないとか、さ

まざまな言葉も聞きますので、各地区からできるだけ

参加しやすいような工夫なりもしていただきたいと思

いますけれども、そういう考えはございますか。意外

とシャトルバスとかイベントに対してはほとんどない

尾花沢ですので、そういうお考えがあるかお聞きした

いと思います。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 保健主幹。	 

◎保健主幹（池	 田	 正	 彦	 君）	 

	 お答えいたします。新規事業として、温泉、地域資

源を活用した健康づくり事業、27年度に行う予定をし

ておりますけれども、この中でも参加者をバスで送迎

とかそういう面も考えながら事業を進められればと考

えているところでございます。あと減塩とか、そうい

う面で今回塩分測定器を各公民館に配置させていただ

きましたので、各地区の公民館で大いに活用していた

だきまして、減塩意識を高めていただき、食生活の改

善および高血圧症予防のほうに役立てていただければ

と考えているところでございます。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 塩原議員。	 

◎３番（塩	 原	 未知子	 議員）	 

	 安心しました。ぜひ高齢者のいろいろなイベントに

対しては、足というのが必ず付きまとってきますので

よろしくお願いします。尾花沢市はたぶん一番市町村

の中で、バスの保有率が多い市町村だと思いますので

いろんなバスを有効に利活用できるようなこれからの



展開もお考えいただきたいと思っております。	 

	 次に、国史跡指定の「延沢銀山遺跡30周年」のイベ

ントに関して先ほどご説明お聞きしまして、本当にあ

っという間の30年だったじゃないかと思っているとこ

ろです。それぞれの地域の史跡は、なかなか地元の人

でもいつも見られる状態にはなっていない状態だとい

うことですので、先ほどの移動できる測定した後には

次年度なのか分からないですけれども、できたものを

各地で見られるようになれば素晴らしいなと思ってお

ります。あとは、先ほどお城山でのご説明でウォーキ

ングのイベントというとさまざまな銀山の廃坑までの

ウォーキングも確かに素晴らしいいいコースだと思い

ます。お城山も登るとツルツル滑るような、夏場は草

が生い茂っていて本当に滑ってしまう、あのリアルな

感じというのが非常に「城跡体験」というのはいいと

思います。あと御所山もそうですけれども、尾花沢市

は本当に歩いただけでもいろいろな歴史も含め、勉強

できる場所が多ございます。それに対して専門的なこ

とではなくてもいいんですけれども、説明をしていた

だけるガイドさんの養成も含めて、各地しっかりとや

っていただきたいなと思っております。そのガイドさ

んの説明が上手かそうでないかで大変印象が変わって

きまして、特にお子さんの場合、または海外から来た

方の場合とかいろんなパターンがあるかと思いますけ

れども、それに対してはご用意とかはありますか。お

聞きしたいと思います。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 社会教育課長。	 

◎社会教育課長（五十嵐	 与志一	 君）	 

	 お答えいたします。30周年事業につきましては、先

ほど市長から答弁申し上げたとおりでございます。や

はりその中で発信していく上で、案内人というボラン

ティアガイド的な役割は非常に大きいものだと思って

おります。これまで30年の歩みをみますと、地元の保

存会の方々のご協力なくしてはここまでこなかったと

実感しているところでございます。今度企画しており

ます子どもたちを対象にしましたウォーキング事業に

関しましても、そういった面でご協力をいただくよう

な方向でお話をしていきたいなと考えています。それ

がだんだん広がって、ボランティア的な案内のできる

方に繋がっていけばなと思っているところでございま

す。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 塩原議員。	 

◎３番（塩	 原	 未知子	 議員）	 

	 ぜひ地元の保存会の皆さん、本当に地区の皆さんの

活躍の場、そこから学び得ることがたくさんあると思

いますので、各地区の良さを再確認して宝を磨いて、

皆さん情報発信のほうも支援していくような体制をぜ

ひとっていただきたいと思います。先ほどもう一つ海

外のお客様ということもありますので、今後の展開と

しては海外のお客様ほど増えてくるのではないかと思

われるような兆しがありますので、ぜひ子どもたちに

英語の簡単なガイドを少し訓練させるとか、楽しみな

がら地域の人たちが来たお客様と関われるような、そ

んなチャンスもぜひ作っていただきたいなと思ってお

りますので、いろいろ期待も込めて待っていたいと思

います。先ほどレーザーで俯瞰したものを作るという

ことだったのですけれども、最近は空撮として名前で

いうと「ドローン」という話を聞いていますけれども、

プロペラの付いたリモコン操作をするものにカメラを

付けて、いろいろ空撮したものがインターネット上で

簡単にアップできるということで、素晴らしい情報発

信になると思います。今までお城山を上から見たこと

はないですけれども、そんなものがインターネットか

らも短くダイジェスト版で見られるものがあれば、大

変いいのかなと思います。最近ではフェースブックの

ほうで、徳良湖周辺とか最上川、銀山温泉の廃坑のほ

うまで夏と冬見られるような形であげていらっしゃる

個人の方もいらっしゃいますけれども、ぜひ尾花沢市

の宝を空からも最近はブームになっておりますのでお

考えいただきたいと思います。そのようなお考えはど

うですか。ありますか。ご答弁お願いします。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 社会教育課長。	 

◎社会教育課長（五十嵐	 与志一	 君）	 

	 今年度、来年度につきましては、先ほど申し上げた

事業を考えておりまして、いろいろな場面で観光的な

もので空撮というかヘリコプターで撮った写真をホー

ムページ等でアップしていることも見ておりますが、

今年度につきましては延沢城跡の全体像をまず市民の

皆さんから広く知ってもらえるような前段の取り組み

としてレーザー測量ということで計画をしているとこ

ろでございます。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 塩原議員。	 

◎３番（塩	 原	 未知子	 議員）	 

	 分かりました。進めてください。本当にいろいろな

意味で上から撮るということは、防災の観点からも非

常に良いと昨日テレビで放送あったのですけれども、



空撮をして実際の地図と今現在被災している状況がど

うか比較検討して直ぐ対応できるものもあるようです

ので、ぜひ今後未来に向かっていろんな宝を残してい

くために、いろんな技術も勉強していただければと思

います。以上私の質問を終わります。	 

◎議	 長（鈴	 木	 敏	 正	 議員）	 

	 以上で、塩原未知子議員の質問を打ち切ります。	 

	 ここで、昼食のため、午後１時まで休憩いたします。	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 休	 憩	 	 午前11時49分	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 再	 開	 	 午後13時00分	 


